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令和６（2024）年度学修成果の達成状況等調査結果 

 

Ⅰ．調査時期、対象者数  

１．調査時期：令和７年１月下旬～２月上旬  

２．対 象 者：令和６年度在学生（休学者を除く令和７年２月時点での在籍者） 

対象者及び回答数 

  

 

看護学科 医療介護福祉学科 合計 

(内卒業予定者) 1年 

次生 

2年 

次生 

3年次生 

(内卒業予定者) 

学科計 1年 

次生 

2年 

次生 

3年次生 

(内卒業予定者) 

学科計 

対象者数:

人 
88 85 

124 

（117） 
297 7 9 

14 

（13） 
30 

327 

（130） 

回答者数:

人 
81 81 

113 

（111） 
275 6 9 

14 

（13） 
29 

304 

（124） 

回答率: 

％ 
92 95 

91 

（95） 
93 86 100 100 97 

93 

（95） 

 

 

Ⅱ．アンケート結果及び分析  

１．学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び学修成果の達成度 

１）学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）（３年次生のみ） 

令和６（2024）年度は、看護学科が新カリキュラム完成年度を迎えた。ディプロマ・ポリ

シーの達成度は、構成する５つの方針に関して〔そう思う〕〔おおむねそう思う〕と答えた

学生は 95％を超えており例年と変わらず高い結果となった。 

 

 

２）学科の学修成果及び学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）（３年次生のみ） 

各学科の学修成果及びディプロマ・ポリシー達成度ともに、〔そう思う〕〔おおむねそう思

う〕と答えた学生が多く、看護学科も医療介護福祉学科も 85％を超えていた。 

 

 

表中の略称について 

NS：看護学科 

CW：医療介護福祉学科 

40.9%

36.2%

36.2%

45.7%

48.0%

54.3%

61.4%

62.2%

52.8%

49.6%

2.4%

0.8%

0.8%

0.8%

1.6%

0.8%

2.4%

0.8%

0.8%

0.8%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.医療福祉社会の担い手として、

健全な心身が育まれた

2.医療福祉の専門的な知識・技

能を身につけ、社会の発展に寄

与できる力がついた

3.修得した知識・技能により、新

たな課題を発見し解決できる力

がついた

4.他者の在り方を尊重し、支援、

連携、協働できる力がついた

5.誠実で礼儀正しく、社会の規範

を遵守できる倫理観が育まれた

ディプロマ・ポリシー達成度

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない
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３）各学年の学科学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

各学科のディプロマ・ポリシー達成度を、学年を追うごとにどのように変化するか調査し

ているが、１年次、２年次、３年次と学年を上がるごとに、おおむね達成度は上昇する傾向

にあった。しかし、看護学科では「１.看護師に必要な知識とともに、看護師国家試験に合

格しうる能力を修得できた」「２.看護の現場で必要とされる看護技術の水準に到達してい

る」では、２年次生で〔そう思う〕〔おおむねそう思う〕と答えた学生の割合が減っており、

２年次での講義や演習での難易度を増している現状がうかがえた。医療介護福祉学科３年

次生では、「１.生活支援が必要な人への介護実践能力を身につけることができた」に〔そう

思わない〕と７％の学生が答えており、３年次での病院などでの専門的な実習での経験が影

響していると推察された。 

 

 

 

45.5%

39.8%

34.5%

41.6%

44.6%

51.8%

59.3%

62.8%

55.8%

55.4%

0.9%

0.9%

1.8%

1.6%

1.8%

0.9%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.看護の専門知識を身につけることが

できた

2.科学的根拠・思考に基づく看護実践

能力を身につけることができた

3.看護を探究する力を身につけることが

できた

4.対人関係能力を身につけることができ

た

5.看護職としての社会性・倫理観を身に

つけることができた

学修成果達成度（看護学科）

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

38.4%

32.1%

35.4%

35.7%

36.6%

45.1%

58.9%

61.6%

61.1%

58.9%

59.8%

54.0%

1.8%

5.4%

3.5%

3.6%

3.6%

0.9%

0.9%

1.8%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.看護師に必要な知識とともに、看護師国家試

験に合格しうる能力を修得できた

2.看護の現場で必要とされる看護技術の水準に

到達している

3.根拠に基づいた看護を提供できる実践能力を

修得できた

4.主体的に看護を探究する態度を身につけるこ

とができた

5.他職種と連携・協働する能力を有している

6.医療人としての豊かな人間性と高い倫理観を

備えることができた

ディプロマ・ポリシー達成度（看護学科）

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

57.1%

57.1%

21.4%

35.7%

42.9%

42.9%

42.9%

71.4%

64.3%

57.1%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.介護の専門知識を身につけることが

できた

2.介護の実践能力を身につけることが

できた

3.介護を科学的に探究する力を身につ

けることができた

4.介護福祉士としての対人関係能力を

身につけることができた

5.介護専門職としての人権意識と倫理

観を身につけることができた

学修成果達成度（医療介護福祉学科)

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

57.1%

42.9%

35.7%

57.1%

35.8%

57.1%

50.0%

42.9%

14.3%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.生活支援が必要な人への介護実践能力を身

につけることができた

2.医療介護福祉の専門知識を持ち根拠を明確

にした介護ができる

3.豊かな感性と高いコミュニケーション能力を身

につけ、他職者と連携してチームケアができる

4.医療介護福祉の意義を理解し、人権擁護意識

と職業倫理観を身につけることができた

ディプロマ・ポリシー達成度（医療介護福祉学科）

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない
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（１）看護学科 

 

（２）医療介護福祉学科           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.2%

18.5%

38.4%

40.7%

37.0%

58.9%

24.7%

30.9%

1.8%

8.6%

8.6%

0.9%

3.7%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

1.看護師に必要な知識とともに、看護師国家試験に合格し

うる能力を修得できた

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

22.5%

16.3%

32.1%

38.8%

35.0%

61.6%

13.8%

17.5%

5.4%

15.0%

26.3%

0.9%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

2.看護の現場で必要とされる看護技術の水準に到達して

いる

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

23.5%

15.0%

35.4%

42.0%

52.5%

61.1%

17.3%

18.8%

3.5%

12.3%

10.0%

4.9%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

3.根拠に基づいた看護を提供できる実践能力を修得でき

た

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

27.2%

25.0%

35.7%

42.0%

58.8%

58.9%

19.8%

8.8%

3.6%

6.2%

3.8%

4.9%

3.8%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

4.主体的に看護を探究する態度を身につけることができた

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

27.8%

31.3%

36.6%

43.0%

47.5%

59.8%

15.2%

13.8%

3.6%

7.6%

6.3%

6.3%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

5.他職種と連携・協働する能力を有している

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

27.5%

32.5%

45.1%

50.0%

56.3%

54.0%

15.0%

7.5%

6.3%

1.3%

1.3%

2.5%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

6..医療人としての豊かな人間性と高い倫理観を備えること

ができた

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

50.0%

66.7%

57.1%

33.3%

35.8%

50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CW1

CW2

CW3

1.生活支援が必要な人への介護実践能力を身につけるこ

とができた

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

44.4%

42.9%

50.0%

55.6%

57.1%

50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CW1

CW2

CW3

2.医療介護福祉の専門知識を持ち根拠を明確にした介護

ができる

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

16.7%

33.3%

35.7%

66.7%

66.7%

50.0%

16.7%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CW1

CW2

CW3

3.豊かな感性と高いコミュニケーション能力を身につけ、他

職者と連携してチームケアができる

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

33.3%

33.3%

57.1%

16.7%

66.7%

42.9%

50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CW1

CW2

CW3

4.医療介護福祉の意義を理解し、人権擁護意識と職業倫

理観を身につけることができた

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない
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２．学年別にみた各学科のカリキュラム及び教育体制・支援 

１）学科・学年別の評価 

全学年共通項目での教育体制に関しては、「基礎学力不足対応のための補習授業や個別指

導の満足度」が、３年次生で高い傾向にあった。「WebClassなどの eラーニング教材の満足

度」も〔満足している〕〔おおむね満足している〕と答えた学生は看護学科が６～７割、医

療介護福祉学科が３～８割と、学科により差があった。シラバスに関しても、看護学科は６

～７割の学生が活用していると答えたが、医療介護福祉学科１年次生は約３割と低かった。

学内での講義や演習は８割以上の学生がその後の臨地実習で役立ったと答えた。 

教育課程に関する調査項目の一つとして尋ねた「各科目の開講時期や順序は学生が理解

しやすいように構成されているか」の質問では、２年次生 86～88％、３年次生 89％～92％

が、理解しやすい構成であると回答していた。１年次生では３年間の初期段階であるため順

序性や開講時期の判断が難しいようで、両学科とも開講時期や順序が理解しやすい構成だ

と思うと答えた割合が最も低かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.8%

12.5%

12.5%

16.7%

7.1%

38.8%

31.3%

18.8%

11.1%

21.4%

46.3%

55.0%

67.9%

83.3%

88.9%

71.4%

1.3%

1.3%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

専門基礎や専門分野の学習レベル

1.レベルが高い 2.レベルがやや高い 3.おおむね合っている 4.レベルがやや低い 5.レベルが低い

8.8%

8.8%

11.5%

7.1%

27.5%

20.0%

21.2%

16.7%

11.1%

21.4%

61.3%

70.0%

67.3%

66.7%

88.9%

71.4%

2.5%

1.3%

16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

学内実習の学習レベル

1.レベルが高い 2.レベルがやや高い 3.おおむね合っている 4.レベルがやや低い 5.レベルが低い

21.3%

21.3%

19.5%

16.7%

33.3%

57.1%

33.8%

43.8%

55.8%

16.7%

44.4%

42.9%

41.3%

31.3%

18.6%

66.7%

22.2%

1.3%

1.3%

3.5%

2.5%
2.5%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

基礎学力不足対応のため補習授業や

個別指導の満足度

1.とても満足している 2.満足している 3.どちらでもない

4.あまり満足していない 5.ほとんど満足していない

25.0%

26.3%

19.6%

16.7%

22.2%

28.6%

40.0%

47.5%

54.5%

16.7%

33.3%

57.1%

33.8%

20.0%

20.5%

66.7%

44.4%

14.3%

1.3%
3.8%

2.7%
2.5%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

WebClassなどeラーニング教育の教育体制の満足度

1.とても満足している 2.満足している 3.どちらでもない

4.あまり満足していない 5.ほとんど満足していない

27.5%

23.8%

18.6%

20.0%

22.2%

50.0%

45.0%

48.8%

61.9%

20.0%

77.8%

50.0%

25.0%

18.8%

17.7%

60.0%

1.3%
6.3%

1.8%

1.3%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

全般的な教育体制やカリキュラムの満足度

1.とても満足している 2.満足している 3.どちらでもない

4.あまり満足していない 5.ほとんど満足していない

23.8%

22.5%

16.8%

16.7%

22.2%

14.3%

37.5%

48.8%

46.9%

16.7%

55.6%

57.1%

25.0%

15.0%

23.9%

66.7%

11.1%

21.4%

10.0%

8.8%

5.3%

7.1%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

シラバスを学修に活用しているか？

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない
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２）入学前及び入学後の教育支援（１年次生のみ） 

本学は入試合格者に対して入学前からの学習支援として、入学前学習・キャンパスカミン

グデイを実施している。１年次終了時にこれらの役立ち度を振り返ってみると、入学前学習

資料集は約４割、キャンパスカミングデイは約６割の学生が役立ったと感じているのにと

どまった。入学前学習は Web上の学習もあるため、入学前学習資料集という名称ではなく、

入学前学習全体を通しての役立ち度を調査する必要がある。また入学後の教育支援の満足

度も、〔とても満足している〕〔おおむね満足している〕が約７割であった。  

１年次基礎科目のうち、高等学校教育の学習内容が基盤となる「自然科学入門、化学、生

物などの科目」「情報教育科目」「語学教育科目」が自分の学習レベルに合っていると答えた

のは６～７割の学生であったが、〔レベルが高い〕、〔ややレベルが高い〕と答えた学生も２

～３割程度いるため、学生間での差が大きいことが予想された。 

１年次に履修する専門基礎や専門分野の科目は、前述した学科・学年別評価の図で明らか

なように、学科によって差はあるものの、〔レベルが高い〕〔レベルがやや高い〕と答えた学

生が看護学科で約５割と多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.6%

15.8%

30.6%

46.1%

32.9%

26.3%

9.4%

7.9%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入学前学習資料集は

入学後の学修に役立った

キャンパスカミングデイは

入学後の学修に役立った

入学前学習等の役立ち度

1.とても役立った 2.おおむね役立った 3.どちらでもない

4.あまり役立たなかった 5.ほとんど役立たなかった

26.2%

23.5%

46.4%

47.1%

23.8%

25.9%

3.6%

2.4%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入学時の履修方法や履修登録ガイダン

ス

新入生オリエンテーションの学生生活に

関するガイダンス

入学後支援の満足度

1.とても満足している 2.満足している 3.どちらでもない

4.あまり満足していない 5.ほとんど満足していない

11.4%

15.3%

24.1%

20.0%

59.5%

61.2%

5.1%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然科学入門、化学、生物など

情報教育科目

１年次基礎科目の学習レベル

1.レベルが高い 2.レベルがやや高い 3.どちらでもない 4.レベルがやや低い 5.レベルが低い

10.5% 14.5% 69.7% 5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年生

語学教育の学習レベル（看護学科）

1.レベルが高い 2.レベルがやや高い 3.どちらでもない

4.レベルがやや低い 5.レベルが低い

38.8%

48.8%

28.3%

60.0%

44.4%

50.0%

46.3%

45.0%

65.5%

20.0%

55.6%

50.0%

12.5%

3.8%

5.3%

20.0%

1.3%
2.5%

0.9%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

学内での講義や演習は、

その後の臨地実習に役立った

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

27.5%

30.0%

25.9%

16.7%

22.2%

50.0%

48.8%

56.3%

63.4%

33.3%

66.7%

42.9%

20.0%

7.5%

8.0%

50.0%

7.1%

2.5%

5.0%

1.8%

1.3%

1.3%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

各科目の開講時期や順序は学生が理解しやすいよ

うに構成されていた

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない
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３）リベラルアーツ教育プログラム（１年次生のみ） 

調査対象者は、看護学科 88 人及び医療介護福祉学科７人、計 95 人中 93 人（欠席２人）

であり、回収率は 100％である。 

 

 

 

 

 

 

54.0%

59.0%

58.6%

38.0%

38.0%

35.4%

6.0%

2.0%

5.1%

2.0%

1.0%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「健やかな心と体をもつ」

「多様な人々を理解し共感

する心を育む」

「医療福祉人としての高い

倫理観と責任感をもつ」

教育目標の基礎は身についたと思うか？

1. そう思う 2. おおむねそう思う 3. どちらでもない 4. あまりそう思わない 5.そう思わない

49.5%

57.0%

55.9%

44.3%

47.3%

59.1%

45.5%

57.6%

57.6%

54.9%

34.4%

33.3%

33.3%

34.1%

37.6%

30.1%

39.8%

32.6%

28.3%

33.0%

15.1%

8.6%

9.7%

19.3%

14.0%

9.7%

13.6%

9.8%

13.0%

8.8%

1.1%

1.1%

1.1%

2.3%

1.1%

2.2%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1消費者被害防止について

2 SNSと上手につきあうために

3 大学生が巻き込まれやすいトラブル

防止、交通事故防止

4 海外研修オリエンテーションによる

異文化等の理解

5 充実した大学生活のためのメンタル

ヘルス

6 犯罪被害者の理解

7 裁判員制度について

8 社会人基礎力を高めるコミュニケー

ションの方法

9 多様性への理解

10 年金に関して

リベラルアーツ教育プログラムに関する1年次対象

各種講座で理解が深まったと思うか？

1. そう思う 2. おおむねそう思う 3. どちらでもない 4. あまりそう思わない 5. そう思わない
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３．社会人基礎力（３年次生のみ） 

令和６年（2024）年度は、社会人基礎力を 14項目から 12項目に減らして調査した。自己

評価では、12 項目中「一般的な教養」「分析力や問題解決能力」「他の人と協働して物事を

行う能力」「人間関係を構築する能力」「コミュニケーションの能力」「時間を効果的に利用

する力」の６項目で 95％以上の学生が、〔大きく増えた〕〔増えた〕と答えた。昨年度 60～

70％であった「グローバルな問題の理解」「コンピューターの操作能力」も 80％を超えた。 

 

 

 

４．教育体制・支援の満足度（３年次生のみ） 

「専門職の知識・技術・倫理観の学修に関する教育体制」「学外実習（臨床・臨地実習な

ど）の教育体制」に対して、〔とても満足している〕〔おおむね満足している〕と答えた学生

が 95％を超えていた。進学・編入学支援の満足度に関しては昨年の 37％より高くなってい

るが 77％と他の教育体制より低かった。 

 

 

 

  

51.6%

49.2%

39.0%

29.1%

43.0%

26.5%

34.0%

41.5%

28.6%

28.0%

32.0%

25.0%

48.4%

48.4%

54.0%

60.6%

56.0%

72.5%

57.0%

53.6%

61.1%

58.0%

64.0%

57.0%

1.6%

5.0%

10.2%

0.8%

1.0%

9.0%

4.9%

9.5%

13.0%

2.4%

17.0%

0.8%

0.8%

1.6%

0.8%

0.8%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般的な教養

分析力や問題解決能力

批判的に考える力

リーダーシップの能力

他の人と協働して物事を行う能力

人間関係を構築する能力

文章表現の能力

コミュニケーションの能力

プレゼンテーションの能力

コンピューターの操作能力

時間を効果的に利用する力

グローバルな問題の理解

社会人基礎力（3年次生）

1.大きく増えた 2.増えた 3.変化なし 4.減った 5.大きく減った
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５．学習時間調査 

学習場所の調査では、自宅が最も多いが、図書館と教室・ラウンジを合わせると３年次生

では２～３割いるため、学校を学習場所として活用している学生がいた。また、学習時間調

査では、平均的な１日の学習時間が１～２時間が最も多く学年により差があることも変わ

らない。学期末定期試験前１週間から１か月前から学習を開始し、１日に４時間以上学習し

ている学生も学科によっては多く存在する。 

学習意欲を向上させる要因は、「成績の向上」「仲間との協同」が最も多かった。また、学

習意欲を妨げる要因としては「SNSなどのスマートフォン」が最も多く、次に「遊びや趣味」

「アルバイト」が多かった。妨げとなる要因に対して生活習慣を見直す支援等が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.5%

46.5%

33.1%

32.1%

53.5%

51.2%

57.5%

45.3%

1.6%

2.4%

7.1%

22.6%

1.6%

1.6%

0.8%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専門職の知識・技術・

倫理観の学修

学外実習（臨床・臨地

実習など）

国家試験・資格試験

対策

進学・編入学支援

教育体制・支援の満足度（３年次生）

1.とても満足している 2.おおむね満足している 3.どちらでもない

4.あまり満足していない 5.ほとんど満足していない

75.6%

75.0%

64.6%

66.7%

66.7%

71.4%

2.6%

7.9%

12.4%

7.1%

3.8%

1.3%

33.3%

22.2%

17.9%

15.8%

23.0%

11.1%

21.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

予習・復習を一番長い時間行う場所

1.自宅 2.図書館 3.通学中の車内など 4.教室・ラウンジ 5.その他

15.0%

10.0%

33.6%

16.7%

11.3%

10.0%

20.4%

16.7%

14.3%

25.0%

18.8%

18.6%

22.2%

14.3%

33.8%

37.5%

22.1%

50.0%

33.3%

42.9%

15.0%

23.8%

5.3%

16.7%

44.4%

28.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

平均的な一週間における1日の学習時間

1.4時間以上/日 2.3～4時間/日 3.2～3時間/日 4.1～2時間/日 5.1時間未満/日

6.3%

2.8%

51.9%

32.4%

45.8%

7.7%

31.6%

54.9%

39.3%

83.3%

66.7%

46.2%

6.3%

7.0%

6.5%

16.7%

22.2%

30.8%

3.8%

5.6%

5.6%

11.1%

15.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

学期末試験前の学習開始時期

1.いつもしている 2.1か月前 3.1週間前から 4.2～3日前 5.前日から

71.1%

85.0%

57.5%

25.0%

9.1%

5.3%

14.5%

10.0%

26.5%

25.0%

27.3%

15.8%

7.2%
2.5%

12.4%

25.0%

18.2%

26.3%

3.6%

1.3%
1.8%

25.0%

18.2%

26.3%

3.6%

1.3%

1.8%

27.3%

26.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

学期末試験前・試験中の平均学習時間

1.4時間以上/日 2.3～4時間/日 3.2～3時間/日 4.1～2時間/日 5.1時間未満/日



9 

 

 

 

 

 

68

225

85

32

42

34

0 50 100 150 200 250

1.アルバイト

2.SNSなどのスマートフォン

3.遊びや趣味

4.家事や家庭の事情

5.健康問題

6.妨げる要因はない

（人）
学習を妨げる要因（複数回答）

189

73

51

57

146

41

0 50 100 150 200 250

1.成績の向上

2.資格取得

3.演習など体感的な学習

4.進学や就職

5.仲間との協同

6.魅力的な講義

（人）
学習意欲を向上させる要因（複数回答）


